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　人甲状腺疾患における上皮細胞の増殖動態を解明する

目的でin　vitroならびにin　vivoのflash　labelingに

より3H－thymidineのautoradiographyを行ない検討

した．

　In　vitro　labelingは手術により別出した甲状腺組織か

ら小切片を切り出し，3H－Thymidine　5μCi／ccを加えた

Eagleの培養液2ccの中で37°C　1時間incubateした．

また　in　vivo　labelingは3H－Thymidineを10μCi／cc

の割に生理的食塩水に溶解し，これをEvans－Blueで着

色し，この0．3～0．5ccを手術時，甲状腺組織中に注射

し，切除後この部から小切片を切り出した．以上のin

vitroならびにin　vivoのlabelingによりえた組織片

から第1報において述べた方法にしたがってautoradi－

ogramを作製し，観察した．

　甲状腺炉胞上皮細胞ではgenerative　cel1とmatura－

tive　cellとを形態学的に識別することができないので，

対象とした正常甲状腺組織および甲状腺機能冗進症，甲

状腺炎などの非腫瘍性疾患では真の意味での標識率は算

出できない．そこで便宜上generative　cellおよび

maturative　ce11の全炉胞上皮細胞に対する標識率を算

出した．

　まずin　vitroおよびin　vivoの成績では両者の間に

差が認められないのでin　vitro　labelingは信頼できる

検査方法である．標識率に関しては対象では全例が0．8

％以下の低い標識率を示した．以上の成績から甲状腺機

能充進症では恒胞．ヒ皮細胞の分裂の著しい元進はないも

のと考えられる．

　腺腫ならびに乳頭腺癌について標識率を検討すると腺

腫はほとんどが0．8％以下で腺腫の組織型と標識率との

間には明らかな関係は認められなかった．これに対し乳

頭腺癌では，腺腫に比較して明らかに高く，0．8％から

0．4％の標識率を示した．以上述べた甲状腺乳頭腺癌の

標識率は他臓器の癌と比較して低率である．この事実は

甲状腺乳頭腺癌の臨床経過が緩慢な事実と一致し，興味

ある成績である．
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　人甲状腺細胞に対するX線の外部照射と1311による

内部照射の影響を初代培養細胞の細胞生存率およびヨー

ド摂取能を指漂にして比較検討した．先に報告した方法

によりバセドー病甲状腺細胞の単層培養を行ない．3日

目に13115μCi／m1を添加し経時的に細胞106コ当りの

1311摂取を測定すると5～10時間でpeakに達した．培

養開始時にTSH　O．17u／m1を添加した群（TSH群）

では対照群の1．　5～3倍の摂取率を示したが24時間以後

では明らかな差がなかった．摂取された1311の有機化

率は5時間で39～45％でTSH群がやや高値を示した

が．ヨードアミノ酸組成の上では明らかな差異は認めな

かった．5時間1311摂取能は細胞のsourceにより異な

り，また培養初期より急速に低一ドして．10日目では第1

日の約10％となり，以後は徐々に低ドした．TSH群に

おける摂取率の増力IIは5口目まで認められた．

　X線照射群は培養の翌日200，400，600，800，1000R

の照射を行なった．

　1311照射群では培養液10cc当りユ311を103，207，

310，413，516μCi加えて2日日間incubateした．この

条件で照射線量は計算上，X線の各群に相当する．2日

後および6日後にmedium　changeを行なうと10日後

の残存13il量は0．002％前後であった．ここでふたたび

1311を添加して細胞のnet　countよりduplicateにおけ

るretention　countを差引いて摂取1311量とした．5日

後についてはmediu皿changeを1回のみにして同様

な操作を行なった．

　照射後5日目の細胞生存率および細胞当りの5時間

1311摂取率は非照射対照群に比し両群ともに変化を認め

なかった．10日後ではX線照射群では1，000Rで対照

の63．7％に減少するdose－growth　curveを示したが

1311摂取は対照の93％で細胞当りの摂取率ではむしろ照

射群で高い値を示した．1311照射群でも516μCi群で対

照の60％に減少するdose・growth　curveを示したが

1311摂取には照射による差が認められなかった．なおX

線照射群につき摂取1311の内TCA不溶性分画の割合

を対照と比較したが5日後では不変．10日後，高線量群
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